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日本最初の用語「地質学」の成立: 箕作阮甫（1799-1863）の貢献 
The first Japanese word “chishitsu-gaku” for the “geology” was proposed  
by Genpo Mitsukuri (1799-1863) 
岡 田 博 有 (Hakuyu OKADA)* 
鈴 木 茂 之 (Shigeyuki SUZUKI)** 
The first Japanese word “chishitsu-gaku” for the “geology” was proposed by Genpo Mitsukuri, a scientific 
contributor in the Tokugawa regime in the 19th century, who was born in 1799 in Tsuyama in Western Honshu, 
Japan and had worked for scientific activities of the Tokugawa government from 1839 to 1863. His major works 
for the first making of the “chishitsu-gaku” for the “geology” have been presented in this paper, also showing 
his contribution to Japanese sciences. 




Ⅰ  はじめに  
日本の地質学の一般的な表示は今井  功や土
井正民などによって示されたが（今井，1966，
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箕作阮甫（みつくり  げんぽ）（図 1，2; 表 1）


























すでに述べたように，1799（寛政 11）年 9 月 7
日に津山の西新町（にししんまち）で代々町医
師を営む家に生まれた。しかし，阮甫が 4 歳の




家を継いだ。さらに，阮甫が 25 歳のときの 1823
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っていた（高峰，1985; 木村，1994）。  




（天保 2）年 3 月 5 日に家族と共に江戸へ移り，
蘭学者箕作阮甫の時代となったのである。1839
















は 99 部，160 余冊に達するという。  
阮甫の初期の業績としては医学関係のもの








「三兵達吉知幾訳本」         兵書  
「歩兵使銃動身軌範」          同  
「三兵操治正義」            同  
「煩砲点放軌範」          砲術書  
「軍用火箭考」             同  
「水蒸砲説」          水蒸気砲説  
「蒸気砲発明説」         同発明記  
「海上砲術全書」          砲術書  
「水蒸船説略」           造船書  
「衣米針印刷伝信通票略解」    電信機説  
「消皮説」           （文書なし） 
「地殻図説」            地質書  
「密涅刺羅義」           鉱物書  
「日阿羅義名目」          地質書  
「大地マグネチスミュス」      磁石説  
「星学」              天文書  
「地質辦証」            地質書  















（文久 3）年 6 月 17 日に江戸で没したのである




























「密涅刺羅義」 : ミネラロギー ; 片かなまじ
り文，7 葉 1 冊からなる。「日本記聞  下」に含
まれている。1852 年刊行のドイツ人スクードレ
ルの蘭訳本とした鉱物学書である。次に示すも
のが原本に由来したものである : Schoedler, Fr.: 
Schoedler’s boek der natuur, alcemeene 
becimselen. Der physica, astronomie, chemie, 
mineralogie, geologie, physiologie, botanie en 
zookogie, Naar de vifde hoogduitsche uitgave, 
bewerkt door J.J. Altheer. Utrecht, W.F. 




なる。この原著は箕作阮甫が 1854（安政  元）
年に長崎出張の帰途に島津斉彬より借りたと
いう。  
「日阿羅義名目」 : ゲオロギーみょうもく ; 
片かなまじり文，21 葉 1 冊からなる。ゲオロギ
ーは geologie（地質学）のこと。Fr. Schoedler
の「スタードレン金石論云」と K.C. von Leonhard
の「ホンレオナルド地質説云」の二編の原著で
構成。「ホンレオナルド地質説云」は次の通り
で あ る : Leonhard, K.C. von.: Geologie, of 
natuurlijke geschiedenis der aarde; op algemeen 
bevattelijke wijze voorgesteld. Door K.C. von 
Leonhard. Uit het hoogduitsch. Amsterdam, G.J.A. 
Beijerinck, 1845~47, 3 bln. 23 × 14cm. 
「地殻図説」 : ちかくずせつ ; 平かなまじり




「地質辦証」 : ちしつべんしょう ; 平かなま






第 1 ページの表題として「第 1 篇  ゲオロギー．
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表 1 箕作阮甫の生涯 
1799（寛政 11） 年令 1 9 月 7 日に津山の西新町で誕生． 
1809（文化 6） 11 永田桐隠に漢籍を学ぶ． 
1810（文化 7） 12 兄亡くなり，12 月 28 日に自分自身を「阮甫」と改名． 
1813（文化 10） 15 小島天楽に漢籍を学ぶ． 
1815（文化 12） 17 京都に出て漢方医学を学ぶ． 
1819（文政 2） 21 京都留学より津山に帰る． 
  11 月に津山藩大村成美の養女「とい」（登井）と結婚． 
1822（文政 5） 24 津山藩の侍医となる．さらに江戸に出る． 
1823（文政 6） 25 5 月 20 日長女「せき」誕生． 
1826（文政 9） 28 江戸幕府のシ－ボルトと会見． 
1827（文政 10） 29 津山に帰る． 
1828（文政 11） 30 6 月 16 日次女「つね」誕生． 
1830（天保 元） 32 11 月 8 日に江戸 10 ヵ年を命じられる． 
1831（天保 2） 33 3 月 15 日に江戸に移る． 
1832（天保 3） 34 8 月 20 日三女「ちま」誕生． 
1834（天保 5） 36 「医療正始」第 1 編出版． 
1839（天保 10） 41 6 月 10 日天文台出仕，蛮書和解方となる． 
1842（天保 13） 44 「和蘭文典」出版． 
1843（天保 14） 45 「海上砲術全書」出版． 
1844（弘化 元） 46 「新製輿地全図」出版． 
1846（弘化 3） 48 7 月 1 日江戸定府を命じられる． 
1847（弘化 4） 49 緒方洪庵の門に入る． 
1848（嘉永 元） 50 「水蒸船説略」の訳を始める． 
1853（嘉永 6） 55 長崎に行く． 
1854（安政 元） 56 長崎より 2 月 24 日江戸に帰る． 
  「海国図誌」を出版． 
1855（安政 2） 57 3 月に隠居． 
1856（安政 3） 58 4 月に蕃書調所教授職となる． 
1861（文久 元） 63 「地質辦証」を出版． 
1862（文久 2） 64 12 月 28 日に幕府に召出される． 
1863（文久 3） 65 6 月 16 日江戸で歿す． 
